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北
九
州
地
区
労
連
は
７
月
２
８
日
（
木
）
１
３
時
３
０
分
か
ら
、
北
九
州
市
庁
舎
３
階
特
別
会
議
室
に
お
い
て
、「
公
契

約
条
例
制
定
」
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
の
意
見
交
換
会
は
、
２
月
２
５
日
に
取
り
組
ん
だ
２
０

１
６
年
春
闘
の
要
求
前
進
を
め
ざ
す
一
日
総
行
動
で
、
北
九
州
市
に
要
請
し
た
「
２
０
１
６
年
春
闘
・
全
労
連
統
一
要
請

書
、
及
び
「
公
契
約
条
例
制
定
の
要
請
書
」
に
対
す
る
「
３
月
３
１
日
付
け
北
九
州
市
か
ら
の
文
書
回
答
」
に
基
づ
き
北

九
州
地
区
労
連
の
要
望
に
応
え
る
形
で
開
か
れ
た
も
の
で
す
。 

意
見
交
換
会
に
は
地
区
労
連
側
か

ら
、
福
建
労
、
建
交
労
、
市
職
労
、
学

嘱
労
な
ど
８
団
体
・
１
６
名
が
出
席
、

北
九
州
市
か
ら
は
、
雇
用
政
策
課
か
ら

課
長
以
下
３
名
、
技
術
管
理
局
契
約
制

度
課
か
ら
課
長
・
係
長
の
２
名
が
参
加

し
ま
し
た
。 

福
建
労
北
九
州
支
部
の
新
屋
敷
書

記
長
は
、
こ
の
間
の
公
契
約
条
例
を
制

定
し
た
自
治
体
の
資
料
を
基
に
、
全
国

の
動
向
な
ど
を
説
明
、
ま
た
地
区
労
連

か
ら
は
、
直
方
市
で
の
例
と
し
て
、
公

契
約
条
例
が
施
行
さ
れ
た
後
、
民
間
委

託
業
者
の
時
給
が
上
が
り
、
周
辺
の
同

業
企
業
の
時
給
も
上
が
る
と
い
う
波

及
効
果
が
あ
っ
た
と
い
う
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。 

 審
議
会
委
員
の
公
平
な
選
出
を
！ 

 

北
九
州
市
側
か
ら
は
、
「
公
契
約
条

例
が
施
行
さ
れ
て
も
、
発
注
単
価
が
１

億
円
以
上
な
ど
で
は
？
、
あ
ま
り
効
果

は
な
い
の
で
は
？
」
と
か
「
事
業
主
の

人
件
費
の
高
騰
へ
の
懸
念
な
ど
か
ら
、

条
例
制
定
へ
向
け
て
は
ま
だ
踏
み
出

せ
て
い
な
い
」
な
ど
、
消
極
的
な
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
２
０
１
２

年
４
月
か
ら
、
正
式
に
公
契
約
条
例
に

つ
い
て
の
研
究
会
が
発
足
し
て
い
る

が
、
こ
れ
ま
で
の
４
年
間
何
を
し
て
き

た
の
か
、
と
い
う
質
問
が
出
さ
れ
、
市

側
は
実
施
し
て
い
る
他
の
地
方
自
治

体
の
視
察
・
調
査
の
み
し
か
実
行
し
て

い
な
い
と
答
え
ま
し
た
。 

最
後
に
地
区
労
連
側
か
ら
、
「
対
象

雨
あ
が
り 

 

８
月
は
６
日
の
広
島
原
爆
の
日
、
９

日
の
長
崎
原
爆
の
日
、
そ
し
て
１
５
日

終
戦
記
念
日
と
毎
年
、
戦
争
、
平
和
を

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。 

私
は
終
戦
の
年
は
４
歳
で
し
た
。
６

月
２
８
日
、
門
司
か
ら
倉
敷
に
疎
開
を

し
ま
し
た
。
（
余
談
で
す
が
昭
和
２
８

年
門
司
の
大
水
害
の
日
も
６
月
２
８

日
で
す
。
）
そ
の
夜
門
司
が
戦
災
に
あ

っ
た
日
で
す
。 

下
関
を
出
て
幡
生
で
列
車
が
止
ま

り
、
「
門
司
が
空
襲
に
遭
っ
て
い
る
」

と
の
会
話
が
な
ぜ
か
記
憶
に
あ
り
ま

す
。
母
親
と
小
学
校
５
年
の
次
男
、
３

年
の
３
女
、
１
年
の
４
女
、
そ
し
て
３

男
の
私
の
５
人
が
揃
っ
て
母
親
の
郷

里
の
倉
敷
の
郊
外
で
住
む
こ
と
に
。 

あ
と
に
残
っ
て
家
を
守
る
の
は
父

と
長
男
の
中
学
生
、
長
女
は
勤
労
動
員

で
小
倉
陸
軍
造
兵
廠
へ
、
次
女
も
勤
労

動
員
に
。
終
戦
後
１
０
月
に
父
が
迎
え

に
来
ま
し
た
。 

門
司
の
家
は
私
の
家
の
横
並
び
は

焼
け
残
り
ま
し
た
。
道
を
隔
て
た
前
後

の
家
は
全
焼
で
し
た
。
焼
け
跡
に
は
水

道
か
ら
水
が
出
て
い
ま
し
た
。
父
の
話

で
は
朝
鮮
人
の
兵
隊
・
朴
さ
ん
が
向
い

の
塀
を
倒
し
て
く
れ
て
類
焼
を
免
れ

た
と
。
私
の
家
は
キ
リ
ス
ト
教
で
食
前

に
お
祈
り
を
す
る
時
、
父
は
「
処
々

方
々
に
散
在
す
る
骨
肉
の
上
に
御
霊

の
在
ら
ん
こ
と
を
」
と
締
め
く
く
っ
て

い
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

（
和
） 

 

と
な
る
発
注
単
価
は
今
後
低
下
し
て

ゆ
く
、
す
べ
て
の
公
契
約
に
つ
い
て
条

例
が
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
の
が

目
標
で
あ
り
、
公
共
事
業
だ
け
で
な

く
、
民
間
委
託
な
ど
の
分
野
で
の
波
及

効
果
の
方
が
、
地
域
経
済
に
対
し
て
の

影
響
が
大
き
い
。
今
後
も
制
定
に
む
け

て
の
働
き
か
け
を
行
う
の
で
、
真
摯
に

対
応
し
、
審
議
会
委
員
の
選
出
な
ど
で

連
合
・
全
労
連
を
公
平
に
取
扱
う
」
こ

と
な
ど
を
求
め
て
意
見
交
換
会
は
終

了
し
ま
し
た
。 

 

 

「
公
契
約
条
例
制
定
」
な
ど
の
要
求
で
北
九
州
市
と
意
見
交
換
会
を
開
催
！ 

公
契
約
条
例
の
制
定
を
北
九
州
市
に
強
く
要
望
！ 

北九州市との意見交換前の打ち合わせを、

北九市職労会議室で行いました 

北九州市と公契約条例について意見交換を行う、
北九州地区労連 16 人の代表 
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原
水
禁
大
会 

平
和
行
進 

反
核
マ
ラ
ソ
ン
等 

                             

                             

                             

                             

                             

■ 

ニ
コ
ニ
コ
ペ
ー
ス
の 

平
和
マ
ラ
ソ
ン 

７
月
２
４
日
（
日
）
、
ス
タ
ッ
フ
等

を
含
め
１
５
人
が
参
加
し
て
「
第
８
回

に
こ
に
こ
ペ
ー
ス
の
平
和
マ
ラ
ソ
ン
」

を
取
組
み
、
門
司
港
駅
か
ら
八
幡
東

区
・
桃
園
運
動
場
ま
で
の
２
３
キ
ロ
を

走
り
抜
き
ま
し
た  

こ
の
日
は
３
０
度
を
超
え
る
猛
暑
。

午
前
の
コ
ー
ス
は
九
州
の
玄
関
口
で

あ
る
門
司
港
駅
前
か
ら
小
倉
北
区
の

新
勝
山
公
園
ま
で
走
り
ま
し
た
。
新
勝

山
公
園
は
兵
器
工
場
が
あ
っ
た
と
こ

ろ
で
、
原
子
爆
弾
を
落
と
し
に
小
倉
上

空
へ
来
た
米
空
軍
機
は
前
日
の
八
幡

大
空
襲
の
煙
に
よ
っ
て
目
標
が
定
ま

ら
ず
、
急
遽
長
崎
に
向
か
い
原
子
爆
弾

を
投
下
し
ま
し
た
。
新
勝
山
公
園
に
は

長
崎
市
か
ら
送
ら
れ
た
「
平
和
の
鐘
」

が
あ
り
ま
す
。 

午
後
の
コ
ー
ス
は
新
勝
山
公
園
か

ら
八
幡
東
区
の
桃
園
運
動
場
ま
で
の

１
０
キ
ロ
で
す
。 

八
幡
大
空
襲
で
は
桃
園
運
動
場
近

く
の
小
伊
藤
山
公
園
に
あ
っ
た
防
空

壕
で
約
３
０
０
人
の
住
民
が
避
難
し

て
い
て
全
員
犠
牲
に
な
り
、
空
襲
の
最

 

２
０
１
６
年
８
月
、
原
水
禁
世
界
大
会
に
向
け
て
、
核
兵
器
ノ
ー
、
戦
争
ノ
ー
な
ど
多
く
の
平
和
へ
の
思
い
を
届
け

る
た
め
に
平
和
行
進
や
反
核
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
が
取
り
組
ま
れ
、
北
九
州
地
区
労
連
も
平
和
を
願
い
核
兵
器
廃
絶
の
思
い

を
胸
に
様
々
な
取
り
組
み
に
参
加
し
ま
し
た
。 

も
ひ
ど
い
所
で
し
た
。
戦
後
、
こ
の
地

に
平
和
の
女
神
像
が
建
立
さ
れ
、
復
興

の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回

初
め
て
福
岡
東
区
か
ら
参
加
し
た
椿

さ
ん
は
「
と
て
も
い
い
企
画
な
の
で
、

来
年
は
仲
間
を
誘
っ
て
参
加
し
ま

す
。
」
と
い
っ
て
帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。 

■ 

北
九
州
市
内
地
区
労
連
旗
を

リ
レ
ー
し
ま
し
た 

 

２
０
１
６
年
国
民
平
和
大
行
進
は
、

長
崎
か
ら
広
島
ま
で
の
コ
ー
ス
で
北

九
州
市
内
に
は
、
７
月
１
７
日
に
折
尾

に
到
着
、
７
月
２
１
日
１
７
時
３
０
分

門
司
港
桟
橋
で
山
口
県
に
引
き
継
ぎ

ま
し
た
。 

■ 

反
核
平
和
マ
ラ
ソ
ン 

広
島
か
ら
長
崎
ま
で
５
０
０

キ
ロ
を
走
り
抜
き
ま
し
た 

今
年
の
第
３
４
回
広
島
～
長
崎
反

核
平
和
マ
ラ
ソ
ン
は
、
東
北
復
興
支
援

と
熊
本
地
震
被
災
者
支
援
を
掲
げ
、
８

月
６
日
（
土
）
の
朝
８
時
１
５
分
に
ス

タ
ー
ト
し
て
、
８
月
８
日
（
月
）
の
夕

方
１
９
時
半
に
長
崎
平
和
記
念
公
園

に
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。 

今
年
の
参
加
者
は
、
北
九
市
職
労
・

福
岡
市
職
労
・
広
島
市
職
労
・
長
崎
市

従
組
・
下
松
市
職
労
・
周
南
市
職
労
・

防
府
市
職
労
・
宇
部
市
職
労
・
唐
津
市

職
労
・
山
口
自
治
労
連
・
北
九
州
地
区

労
連
・
全
法
務
・
新
日
本
ス
ポ
ー
ツ
連

盟
等
の
参
加
団
体
か
ら
ラ
ン
ナ
ー
７

６
名
と
ス
タ
ッ
フ
１
６
名
の
合
計
９

２
名
で
し
た
。 

ま
た
、
北
九
州
市
長
や
広
島
市
長
・

長
崎
市
長
・
防
府
市
長
・
下
関
市
長
・

門
司
区
長
・
福
岡
市
長
か
ら
メ
ッ
セ
ー

ジ
等
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

８
月
７
日
（
日
）
の
九
州
入
り
で
は
、

門
司
区
役
所
前
や
勝
山
公
園
等
で
北

九
市
職
労
や
北
九
州
地
区
労
連
の
方

に
応
援
を
頂
き
ま
し
た
。 

今
年
も
無
事
に
完
走
し
て
、
長
崎
平

和
公
園
の
祈
念
像
に
平
和
へ
の
取
組

み
と
核
兵
器
廃
絶
へ
の
行
動
を
誓
い
、

広
島
～
長
崎
反
核
平
和
マ
ラ
ソ
ン
を

終
え
ま
し
た
。 

 
 

 

（
西
村
） 

戦
争
反
対
！ 

戦
争
法
廃
止
！ 

 

平
和
を
あ
き
ら
め
な
い
北
九
州
ネ

ッ
ト
が
、
参
議
選
後
最
初
の
、
戦
争
法

の
廃
止
を
求
め
る
宣
伝
行
動
が
、
８
月

１
９
日
小
倉
駅
前
広
場
で
、
取
り
組
ま

れ
、
５
０
人
近
い
参
加
者
が
チ
ラ
シ
の

配
布
、
リ
レ
ー
ト
ー
ク
な
ど
で
、
「
戦

争
法
の
廃
止
」
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

 

小倉北区勝山公園平和の鐘前で休憩＆ 
参加者で記念写真 

通し行進者先頭に、八幡東区中央町を歩いていま
す。地区労連リレー旗も一緒に歩いています。 

広島から長崎まで５００キロを駆け抜けました。 
ゴール地点の、長崎平和記念公園で記念写真 

８
・
１
９ 

８
・
１
９ 

「原発いらない」「再稼働やめろ！」 
２０８回目の金曜行動が署名やチラシの
配布を行っていました 

平和をあきらめない北九州市民アピールで、 
あいさつと訴えを前田憲徳弁護士がしました。 



裁
判
傍
聴
参
加
、
公
正
な
判
決
を
求
め
る
署
名
の
ご
協
力
を
！ 

                             

 

北
九
州
地
域
ユ
ニ
オ
ン
は
、（
株
）

ツ
ク
イ
・
マ
タ
ハ
ラ
損
害
賠
償
請
求
控

訴
審
事
件
、
東
洋
食
品(

株)

不
当
解
雇

事
件
及
び
未
払
い
賃
金
請
求
事
件
な

ど
４
つ
の
事
案
で
裁
判
闘
争
を
た
た

か
っ
て
い
ま
す
。 

ツ
ク
イ
・
マ
タ
ハ
ラ
事
件
は
、
福
岡

地
裁
小
倉
支
部
で
２
０
１
６
年
４
月

１
９
日
に
判
決
が
出
さ
れ
、
「
所
長
の

言
動
は
、
社
会
通
念
上
許
容
範
囲
を
超

え
て
お
り
、
妊
産
婦
労
働
者
の
人
格
権

を
害
す
る
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
ま
た
、
就
業
環
境
整
備
義
務
に
違

反
し
た
も
の
。
」
と
ツ
ク
イ
と
女
性
所

長
の
行
為
に
つ
い
て
断
罪
す
る
判
決

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
会
社
側

は
、
福
岡
高
裁
に
控
訴
し
、
原
告
西
原

さ
ん
も
慰
謝
料
な
ど
の
増
額
を
求
め

て
控
訴
し
た
た
か
い
は
継
続
し
て
い

ま
す
。 

東
洋
食
品(

株)

不
当
解
雇
事
件
及

び
未
払
い
賃
金
請
求
事
件
は
、
こ
れ
ま

で
、
５
回
の
弁
論
準
備
が
開
か
れ
、
こ

れ
か
ら
証
人
尋
問
な
ど
重
要
な
段
階

に
入
っ
て
き
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
裁
判
で
勝
利
を
確
実
に

す
る
た
め
に
、
福
岡
地
裁
小
倉
支
部
、

福
岡
高
裁
に
対
す
る
要
請
署
名
の
取

り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。
ま
た
、
福
岡

地
裁
小
倉
支
部
、
福
岡
高
裁
で
開
か
れ

る
裁
判
期
日
に
多
く
の
傍
聴
参
加
で
、

原
告
を
支
援
す
る
行
動
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。 

北
九
州
地
域
ユ
ニ
オ
ン
は
、
７
月
３

０
日
か
ら
熱
海
で
開
か
れ
た
日
本
国

民
救
援
会
全
国
大
会
に
澤
山
さ
ん
を

派
遣
し
、
チ
ラ
シ
の
配
布
や
署
名
の
お

願
い
、
支
援
決
議
な
ど
全
国
の
た
た
か

う
仲
間
に
訴
え
を
し
て
き
ま
し
た
。 

大
会
に
参
加
し
た
澤
山
さ
ん
は
、

「
日
本
国
民
救
援
会
第
５
８
回
全
国

大
会
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
、
全
国
の

様
々
な
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
た
当
事

者
の
方
や
そ
れ
を
支
援
す
る
弁
護
士

の
先
生
を
は
じ
め
、
大
会
参
加
者
の
お

話
を
聞
か
せ
て
頂
き
、
貴
重
な
経
験
と

な
り
ま
し
た
。
…
…
全
国
で
た
た
か
う

仲
間
、
北
九
州
で
一
緒
に
た
た
か
っ
て

い
る
仲
間
と
頑
張
っ
て
必
ず
勝
利
を

た
た
か
い
取
り
た
い
」
と
感
想
と
決
意

を
の
べ
て
い
ま
す
。 

ツクイ・マタハラ損害賠償請求事件控訴審 

第１回期日傍聴参加のお願い 
 
と き ２０１６年 ８月２４日（水） 

    １４時３０分から 

ところ 福岡高裁 ５０４号法廷 

※ マイクロバスを用意します。 

  １２時４５分 北九州地区労連 出発 

  １３時    引野インターバス停 

傍聴席を埋め尽くし、西原さんを激励しよう 

 

 

東
洋
食
品
地
位
確
認
事
件
、
ツ
ク
イ
・マ
タ
ハ
ラ
損
害
賠
償
事
件
な
ど 

学
校
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
に
参
加 

  

「
北
九
州
市
の
公
共
施
設
を
良
く
す

る
会
」
の
活
動
と
し
て
、
学
校
施
設
を

視
察
し
改
善
を
求
め
る
取
り
組
み
「
学

校
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
」
が
、
夏
休
み
期
間

中
の
８
月
１
７
日
に
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
で
９
年
目
と
な
る
活
動
に

は
、
福
建
労
・
新
婦
人
・
民
商
・
年
金

者
組
合
・
建
交
労
・
地
区
労
連
・
革
新

懇
・
小
倉
タ
イ
ム
ス
・
日
本
共
産
党
・

保
護
者
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
参
加
、
延
べ
１
２
３

人
が
、
北
九
州
市
内
７
区
１
４
校
の

小
・
中
学
校
を
視
察
し
ま
し
た
。 

今
年
６
月
に
３
件
の
学
校
で
起
こ

っ
た
モ
ル
タ
ル
落
下
事
故
を
踏
ま
え

た
視
察
を
行
い
、
多
く
の
学
校
で
同
様

の
状
態
を
指
摘
し
ま
し
た
。
小
倉
で

は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
も
視
察
に
同
行
す
る

な
ど
運
動
へ
の
理
解
と
広
が
り
が
進

ん
で
い
ま
す
。 

上
田
再
雇
用
裁
判
和
解
で
終
結 

 

８
月
２
０
日
（
土
）
１
７
時
か
ら
小

倉
北
区
菅
原
会
館
で
、
安
川
電
機
上
田

さ
ん
を
再
雇
用
さ
せ
る
会
の
総
会
＆

裁
判
終
結
報
告
会
が
開
か
れ
、
原
告
の

上
田
さ
ん
、
江
上
弁
護
士
な
ど
支
援
者

を
含
め
３
０
人
が
集
い
和
や
か
に
、
裁

判
の
終
結
を
祝
い
ま
し
た
。 

上
田
さ
ん
の
裁
判
は
一
審
で
敗
訴
、

福
岡
高
裁
に
控
訴
し
て
た
た
か
っ
て

い
ま
し
た
が
、
７
月
１
５
日
に
和
解
が

成
立
し
て
、
５
年
を
超
え
る
長
い
た
た

か
い
が
終
結
し
ま
し
た
。
支
援
者
か
ら

花
束
を
受
け
取
っ
た
上
田
さ
ん
の
誇

ら
し
げ
な
笑
顔
が
素
敵
で
し
た
。
こ
の

報
告
集
会
に
は
、
福
岡
県
労
連
の
江
口

議
長
も
参
加
し
心
か
ら
の
喜
び
の
あ

い
さ
つ
と
乾
杯
の
音
頭
を
し
て
く
れ

ま
し
た
。 

 

北九州地区労連 
第２８回定期大会が開かれます 

 
と き  ２０１６年 ９月１１日（日） 

     １０時開会（時間厳守） 

ところ  小倉北区 西部毎日会館 

議 題 ①２０１５年度経過報告 財政報告 

    ②２０１６年度運動方針 予算（案） 

    ③当面のたたかい 

    ④新役員選出 

2016 年 8 月 22 日 北九州地区労連ニュース NO１１８号（3） 

日本国民救援会全国大会に参加した福岡県代表団 
前列左端は、地域ユニオンから参加した澤山さん 

学校施設の不備を調査する調査団 

支援者から花束を笑顔で受け取る上田さん 



 

先
の
参
議
員
選
挙
か
ら
１
８
歳
選

挙
権
が
保
障
さ
れ
、
民
法
に
定
め
ら

れ
た
成
人
年
齢
も
１
８
歳
に
引
き
下

げ
る
方
向
で
議
論
が
始
ま
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。
若
者
が
政
治
・
経
済
の

場
面
で
主
体
と
し
て
活
躍
す
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
一
方
で
、
こ
の
コ
ラ
ム
で
こ

れ
ま
で
取
り
上
げ
て
き
た
よ
う
に
、

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
や
派
遣
法
の

改
正
等
、
労
働
法
分
野
で
は
法
制
定

や
改
正
が
相
次
ぎ
、
労
働
法
制
は
複

雑
化
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
労
働
法

に
定
め
ら
れ
た
労
働
者
の
権
利
保
障

の
ル
ー
ル
を
無
視
し
（
あ
る
い
は
潜

脱
し
）
、
労
働
者
か
ら
搾
取
す
る
使
用

者
は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
若
者
が
労

働
法
制
づ
く
り
に
参
加
し
た
り
、
労

働
者
と
し
て
活
躍
し
た
り
す
る
た
め

に
は
、
働
く
こ
と
に
つ
い
て
の
ル
ー

ル
（
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
）
や
、
労
使
関
係

に
お
け
る
ト
ラ
ブ
ル
の
実
態
、
自
分
が

ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
た
際
の
解

決
法
等
を
知
っ
て
お
く
こ
と
が
必
要

で
す
。
し
か
し
、
現
在
、
国
が
「
若
者

が
労
働
法
制
に
つ
い
て
学
ぶ
場
」
を
設

け
る
法
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

こ
の
た
め
、
日
本
労
働
弁
護
団
は
、

「
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
教
育
推
進
法
」
を
制

定
し
、
誰
で
も
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
労

働
法
制
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
体
制
づ
く
り
を
国
や
自
治
体
に
義

務
付
け
る
こ
と
を
目
指
し
、
活
動
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
福
岡
県
弁
護
士
会
で

は
、
平
成
１
８
年
頃
か
ら
小
中
高
校
へ

弁
護
士
を
派
遣
し
、
消
費
者
問
題
や
裁

判
員
制
度
等
に
つ
い
て
考
え
る
法
教

育
を
提
供
し
て
き
ま
し
た
。
ブ
ラ
ッ
ク

ア
ル
バ
イ
ト
問
題
の
顕
在
化
等
を
考

え
る
と
、
今
後
は
こ
ど
も
た
ち
が
早
い

段
階
で
労
働
法
制
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
よ
う
な
場
づ
く
り
が
必
要
と
な

る
で
し
ょ
う
。
同
様
に
、
労
働
組
合
に

お
い
て
も
、
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
教
育
推
進

の
た
め
の
活
動
や
、
労
働
者
の
権
利
に

つ
い
て
の
情
報
を
わ
か
り
や
す
く
教

え
る
人
材
や
教
材
を
提
供
で
き
る
体

制
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。 

労
働
法
制
を
正
し
く
理
解
し
、
ト
ラ

ブ
ル
に
適
切
に
対
応
で
き
る
労
働
者

を
増
や
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

８
月
７
日
（
日
）
１
０
時
か
ら
、
福
岡

市
の
第
３
博
多
偕
成
ビ
ル
に
お
い
て
、
第

２
７
回
福
岡
県
労
連
定
期
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
全
労
連
、
共
産
党
な
ど
の

来
賓
挨
拶
、
江
口
議
長
の
主
催
者
あ
い
さ

つ
の
後
、
各
議
案
が
提
案
さ
れ
、
２
０
人

の
代
議
員
が
発
言
し
ま
し
た
。 

す
べ
て
の
議
案
は
満
場
一
致
で
承
認

さ
れ
、
２
０
１
６
年
度
新
役
員
選
挙
で

は
、
立
候
補
者
全
員
が
信
任
さ
れ
、
新
し

い
役
員
体
制
が
確
立
し
ま
し
た
。 

北
九
州
か
ら
は
澤
山
代
議
員
が
、
「
北

九
州
で
た
た
か
わ
れ
て
い
る
す
べ
て
の

争
議
支
援
を
」
と
力
強
く
訴
え
ま
し
た
。 

                             

                            

                             

                             

＾ 

              
 

              

２０１６年 ８月２２日 北九州地区労連ニュースＮｏ．１１８（４） 

労働法コラム   第３２回 
 

  
 

 

 

黒崎合同法律事務所 

溝口 史子 弁護士 

 
 

 黒崎合同法律事務所 

    平山 博久 弁護士 

【投稿】 サマースクール＆ＲＯＵＡＮ塾第３期開校 

労働災害を予防してこそ 
労働組合の活動なしに安全衛生いのちと健康は守れない 

 
7 月 30 日サマースクール＆ROUAN 塾第 3 期開講講

座が 40 人の参加で行われました。 

第 1 部では、金直洙（韓国非正規労働センター）さん

が、非正規雇用の増大で格差の拡大が広がる日韓の情況に

ついて説明。「間接雇用」非正規の拡大で低処遇・不安定

雇用の非正規労働者が増大し、莫大な権力を持つ財閥企

業・政府機関などによる企業の強権的な指揮命令が押付け

られる「ブラックな働かせ方」「ブラック企業」が横行し

ている。こうした中で韓国では労災死亡者が毎年 2,400

人とOECD中で1位と劣悪な情況を報告し連帯した運動

の強化を訴えました。 

 

職場に行けば元気になるような職場づくり 

 

第 2 部 ROUAN 塾第 3 期開校講座では、「労働組合が労

働安全衛生活動に取り組む意義」について堀谷昌彦（化学

一般労働組合連合顧問）さんが詳しく講義。「健康に自宅

を出て、健康に自宅に帰る」が当たり前の職場環境をつく

り健康維持と増進は、事業主の責務です。しかし、待って

いても良くならない、快適職場づくりのための最強のツー

ル、労基法・労安法は、アルバイトまで含めたすべての労

働者に適用される。労働組合の活動なしに安全は守られな

いと話されました。ROUAN 塾生から今後の ROUAN 塾

抱負が語られました。 

北九州労健連  永野 忠幸 

 

 

労
安
塾
第
３
期
受
講
生
で
記
念
写
真 

福
岡
県
労
連
第
２
７
回
定
期
大
会
開
か
れ
る 

す
べ
て
の
議
案
を
承
認
、
新
役
員
を
選
出 

県労連大会開会にあたって挨拶をする江口議長 

 


